
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
七
）

│
│
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
七
年
の
学
術
論
文
を
中
心
に
│
│

田
　
中
　
千
　
晶

韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
専
門
的
な
研
究
は
近
代
か
ら
始
め
ら
れ
、
特
に
一
九
八
〇
年
代

以
降
は
本
格
的
に
研
究
が
進
展
し
、
近
年
で
は
年
間
十
数
本
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

『
古
事
記
』
に
関
心
を
寄
せ
る
理
由
と
し
て
、
韓
国
に
関
連
し
た
記
述
の
存
在
、
神
話
の
類
似
性

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る1

。

本
稿
で
は
、
近
現
代
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
受
容
研
究
の
一
環
と
し
て
、
韓
国
で
は
ど
の
よ

う
に
『
古
事
記
』
が
研
究
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
く
た
め
、
近
年
の
学
術
論
文
を
紹
介
す
る
。

二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
研
究
動
向2

及
び
、
二
〇
〇
〇
年
〜
二
〇
一
五
年
に
お
け
る
研
究
論
文
リ
ス

ト
に
関
し
て
は
、
拙
稿3

を
参
照
さ
れ
た
い
。

◇

論
文
の
検
索
に
つ
い
て
は
、
R
I
S
S
（Research Inform

ation Sharing Service

）4

を

基
本
と
し
、
補
助
的
に
K
I
S
S 5

とD
Bpia

6

を
用
い
た
。
R
I
S
S
で
検
索
対
象
を
韓
国
内
学

術
誌
の
論
文
と
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
「
古
事
記
」
で
検
索
す
る
と
、
二
九
三
件
が
ヒ
ッ
ト
し
た7

。
こ

の
う
ち
本
稿
で
は
、
二
〇
一
六
年
〜
二
〇
一
七
年
の
二
年
間
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
の
期
間
で

は
韓
国
内
で
三
十
一
件
の
学
術
論
文
や
発
表
要
旨
集
が
刊
行
さ
れ
た8

が
、題
目
や
本
文
内
に
加
え
、

論
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
「
古
事
記
」
も
検
索
さ
れ
る
た
め
、
論
文
の
主
旨

が
『
古
事
記
』
に
限
ら
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
（
研
究
年
表
の
6
、
8
等
）。
し
か
し
『
古

事
記
』
が
各
方
面
の
研
究
分
野
か
ら
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
も
、
件
数

に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。
す
べ
て
の
研
究
論
文
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

発
行
年
順
に
題
目
等
を
記
し
た
研
究
年
表
を
挙
げ
、
一
部
の
論
文
に
つ
い
て
要
旨
を
掲
載
し
た9

。

二
〇
一
八
年
以
降
の
論
文
に
関
し
て
は
、
後
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

研
究
年
表
（
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
七
年
）

　

※
番
号
に
□
を
付
し
た
論
文
は
後
に
要
旨
を
記
載
す
る
。

題
目

著
者

学
術
誌
名
、
巻
号

発
行
所

発
行
年

1
『
古
事
記
』
に
現
れ
た
兄
弟
像
に
関
す
る
一
考

朴
美
京

日
本
學
研
究
47

檀
国
大
學
校
日
本
研
究
所

二
〇
一
六
・
一

2

日
本
上
代
文
献
神
話
に
現
れ
た
綿
津
見
神
に
関
す
る
考
察

│
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
を
中
心
に
│

朴
信
映

日
語
日
文
學
研
究
96
│
2

韓
国
日
語
日
文
学
会

二
〇
一
六
・
二

3

日
本
神
話
に
現
れ
た
異
界
分
析
│
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
神
話
モ
チ
ー
フ
を
中
心
に
│

李
之
連

日
本
學
論
集
33

慶
煕
大
学
校
大
学
院
日
語
日
文
学
科

二
〇
一
六
・
三

4
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
人
代
巻
に
現
れ
た
海
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
す
る
考
察

朴
信
映

日
本
學
論
集
33

慶
煕
大
学
校
大
学
院
日
語
日
文
学
科

二
〇
一
六
・
三

（ 1 ）

執　筆　者　紹　介（掲載順）

　　　　　　　　　　　　岩 　 崎 　 佳 　 孝　（准教授・文学部多文化コミュニケーション学科）

　　　　　　　　　　　　三 　 島 　 　 　 郁　（非常勤講師・文学部メディア表現学科）

　　　　　　　　　　　　水 　 野 　 勝 　 仁　（准教授・文学部メディア表現学科）

　　　　　　　　　　　　高 　 橋 　 真 　 央　（准教授・文学部多文化コミュニケーション学科）

　　　　　　　　　　　　高 　 尾 　 俊 　 介　（講師・文学部メディア表現学科）

　　　　　　　　　　　　馬 　 場 　 伸 　 彦　（教授・文学部メディア表現学科）

　　　　　　　　　　　　増 　 田 　 の ぞ み　（准教授・文学部メディア表現学科）

　　　　　　　　　　　　猪 　 俣 　 紀 　 子　（茨城大学人文社会科学部准教授）

　　　　　　　　　　　　原 　 　 　 良 　 枝　（講師・文学部日本語日本文化学科）

　　　　　　　　　　　　米 　 崎 　 　 　 里　（准教授・文学部英語文化学科）

　　　　　　　　　　　　古 　 平 　 貴 　 文　（大阪府立茨木高等学校常勤講師）

　　　　　　　　　　　　立 　 松 　 大 　 祐　（愛媛大学准教授）

　　　　　　　　　　　　多 　 良 　 静 　 也　（高知大学准教授）

　　　　　　　　　　　　田 　 中 　 千 　 晶　（非常勤講師・文学部日本語日本文化学科）

　　　　　　　　　　　　米 　 田 　 明 　 美　（教授・文学部日本語日本文化学科）

　　　　　　　　　　　　武 　 部 　 智 　 子　（非常勤講師・文学部日本語日本文化学科）



相
互
作
用
の
場
│
理
髪
店
の
社
会
学
（
三
）

原
　
田
　
隆
　
司

浅
薄
な
合
理
主
義
は
、
つ
ね
に
意
味
と
豊
か
な
象
徴
的
生
命
と
を
具
体
的

な
諸
内
容
の
な
か
だ
け
に
も
と
め
て
い
る
。

﹇
ジ
ン
メ
ル
『
社
会
学
の
根
本
問
題
』
83
﹈

理
髪
店
と
は
ど
の
よ
う
な
空
間
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
の
理
容
師
と
客
と
は
、
ど
の
よ

う
な
関
係
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
取
材
記
録
を
も
と
に
し
た
2
回
の
考
察
（
原
田

2
0
1
6
、2
0
1
7
）
を
踏
ま
え
て
、
理
髪
店
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

1
．
理
髪
店
の
輪
郭

ま
ず
、理
髪
店
（
散
髪
屋
、床
屋
）
と
い
う
も
の
の
輪
郭
を
み
て
お
こ
う
。『
世
界
大
百
科
事
典
』

（
2
0
0
6
年
改
訂
版
）
に
お
い
て
「
床
屋
」
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

主
と
し
て
頭
髪
を
刈
っ
た
り
結
う
な
ど
し
て
整
え
た
り
、
ひ
げ
を
あ
た
っ
た
り
す
る
こ

と
を
生
業
と
す
る
職
種
お
よ
び
そ
の
店
、
ま
た
そ
れ
に
従
事
す
る
人
を
指
す
語
。
前
者
は

理
髪
店
（
所
）、
理
容
店
（
所
）、
散
髪
屋
な
ど
と
、
後
者
は
理
髪
師
、
理
容
師
な
ど
と
も

称
さ
れ
る
。（
中
略
）〈
床
屋
〉
の
語
は
江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
こ
と
ば
で
、
髪
結
の
店
、

つ
ま
り
、
髪
結
床
の
俗
称
で
あ
っ
た
。
簡
単
に
取
り
た
た
む
こ
と
の
で
き
る
仮
設
の
床と
こ
み
せ店

が
多
か
っ
た
た
め
の
称
（
以
下
、
略
）。

社
会
学
者
の
加
藤
秀
俊
に
よ
れ
ば
、「
専
門
職
と
し
て
の
理
髪
業
」と
し
て「
床
屋
」が
は
じ
ま
っ

た
の
は
、
江
戸
時
代
の
中
期
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
ま
で
、
町
人
た
ち
は
「
五
人
組
に
ひ
と
つ
ず

つ
鬢び
ん
み
ず水
入
れ
と
櫛
が
あ
り
、
そ
れ
を
順
々
に
使
っ
て
じ
ぶ
ん
で
髪
を
と
か
し
、
こ
よ
り
で
も
と
ど

り
を
く
く
っ
た
」。
ま
た
「
百
姓
」
は
、
髪
を
「
藁
で
く
く
る
だ
け
」
だ
っ
た
。
ひ
げ
も
、
生
え

放
題
で
さ
し
つ
か
え
な
く
、「
切
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
剃
る
こ
と
は
あ
ま
り
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ

た
ら
し
い
」
と
い
う
﹇
加
藤
秀
俊
「
床
屋
」
96
﹈。

江
戸
の
中
期
頃
か
ら
男
性
の
月さ
か
や
き代
を
剃
る
こ
と
が
習
慣
と
な
り
、
床
屋
は
増
え
て
い
っ
た
。
や

が
て
鑑
札
制
と
な
り
、江
戸
で
は
、町
に
一
軒
ず
つ
、全
部
で
8
0
0
軒
ほ
ど
が
認
め
ら
れ
た
。「
ひ

と
つ
の
町
内
に
ひ
と
つ
の
髪
結
床
」
が
開
設
さ
れ
、
基
本
的
に
は
、
町
内
の
人
間
を
利
用
者
と
す

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
単
位
と
す
る
サ
ー
ヴ
ィ
ス
施
設
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
京
都
で
は
、「
会

所
」
と
呼
ば
れ
て
、
よ
り
徹
底
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
」
と
い
う
。
床
屋

の
「
一
隅
」
が
、
順
番
を
待
つ
客
の
「
待
合
所
」
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
に
あ
つ
ま
っ
て
く
る
の
が
お
な
じ
町
内
の
人
間
、
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
こ

で
町
内
の
う
わ
さ
話
が
交
換
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
し
、
絵
草
子
の
ご
と
き
も
の
を
備

え
つ
け
、
そ
れ
を
耽
読
す
る
人
間
も
で
て
く
る
だ
ろ
う
。
ま
た
将
棋
盤
を
か
か
え
こ
む
グ

ル
ー
プ
が
発
生
し
て
も
ふ
し
ぎ
で
は
な
い
﹇
同
、
98
﹈。

加
藤
に
よ
れ
ば
、
19
世
紀
期
の
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
千
人
の
人
口
に
対
し
て
一
軒
の
床
屋
が
あ
り
、

「
中
規
模
の
共
同
体
」
に
お
い
て
床
屋
が
「
ゴ
シ
ッ
プ
交
換
所
」
と
し
て
機
能
し
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
幕
末
に
な
る
と
、
江
戸
の
床
屋
は
「
無
制
限
」
に
な
り
、
2
4
0
0
軒
に
も
な
っ

た
。
も
は
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
は
い
い
が
た
い
」
状
況
で
あ
る
。
加
藤
は
、
こ
の

（ 1 ）

執　筆　者　紹　介（掲載順）

　　　　　　　　　　　　赤 　 井 　 　 　 悟　（教授・文学部英語文化学科）

　　　　　　　　　　　　ウォント盛　香 　 織　（講師・文学部英語文化学科）

　　　　　　　　　　　　木 　 下 　 裕 美 子　（准教授・文学部多文化コミュニケーション学科）

　　　　　　　　　　　　垂 　 澤 　 由 美 子　（准教授・人間科学部心理学科）

　　　　　　　　　　　　井 　 上 　 　 　 景　（講師・人間科学部総合子ども学科）

　　　　　　　　　　　　梅 　 崎 　 高 　 行　（准教授・人間科学部総合子ども学科）

　　　　　　　　　　　　酒 　 井 　 　 　 厚　（首都大学東京准教授）

　　　　　　　　　　　　眞 榮 城 　 和 　 美　（白百合女子大学准教授）

　　　　　　　　　　　　小 　 西 　 豊 　 文　（教授・人間科学部総合子ども学科）

　　　　　　　　　　　　島 　 田 　 博 　 司　（教授・人間科学部総合子ども学科）

　　　　　　　　　　　　三 　 好 　 伸 　 子　（講師・人間科学部総合子ども学科）

　　　　　　　　　　　　武 　 藤 　 純 　 子　（非常勤講師・人間科学部総合子ども学科）

　　　　　　　　　　　　大 　 西 　 ゆ 　 み　（非常勤講師・人間科学部総合子ども学科）

　　　　　　　　　　　　喜 　 多 　 ち 　 え　（非常勤講師・人間科学部総合子ども学科）

　　　　　　　　　　　　幸 　 野 　 紀 　 子　（非常勤講師・人間科学部総合子ども学科）

　　　　　　　　　　　　堀 　 﨑 　 峰 　 子　（非常勤講師・人間科学部総合子ども学科）

　　　　　　　　　　　　由 　 井 　 敦 　 子　（非常勤講師・人間科学部総合子ども学科）

　　　　　　　　　　　　坂 　 井 　 康 　 子　（教授・人間科学部総合子ども学科）

　　　　　　　　　　　　原 　 田 　 隆 　 司　（教授・人間科学部文化社会学科）



2018（平成 30）  年度　図書委員会（50音順）

委 員 長　　　米　田　明　美
委　　員　　　石　渡　正　志
委　　員　　　卯　月　研　次
委　　員　　　小野寺　美　和
委　　員　　　柏　原　全　孝
委　　員　　　合　田　加代子
委　　員　　　高　尾　俊　介
委　　員　　　西　田　隆　政
委　　員　　　野　添　匡　史
委　　員　　　林　　　雅　彦
委　　員　　　東　根　裕　子
委　　員　　　米　崎　　　里

書記・事務局　戸根川　　　賢

編集後記

　今年度甲南女子大学に、新たに「医療栄養学部」が誕生いたしました。本
学の学部学科構成は 4 学部 11 学科となります。研究紀要も『甲南女子大学
研究紀要Ⅰ』と『甲南女子大学研究紀要Ⅱ』と名を改めて、出発することに
なりました。「Ⅰ」は、「文学部・人間科学部編」、「Ⅱ」は「看護・リハビリテーショ
ン学部・医療栄養学部編」に相当します。学部学科再編に伴う名称変更ですが、
手にとってもらえれば、更に充実した内容と、先生方の熱心な研究意欲を感
じとってもらえるでしょう。大学の存在意義は、教育と研究です。甲南女子
大学は、この両輪をしっかり回転させることにより、これからも学生たちに
最新の学びを提供し続けます。

甲南女子大学図書委員会　　　
委員長　米田　明美　
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